
＊開催要項＊ 

■パネラー・コーディネーター（変更される場合があります）； 

松永和紀 氏／科学ジャーナリスト（コーディネーター） 

佐藤元昭 氏／青島食品安全研究所（パネラー） 

塚本郁夫 氏／大阪検疫所食品監視課課長（パネラー） 

■とき；９月２９日（土）１：００p.m.～４：００p.m. 

■ところ；京都商工会議所３階（講堂）／京都市中京区烏丸通夷川上ル西側 

     （地下鉄丸太町駅 南６番出口：駐車場はありません。公共交通機関でお越しください） 

■参加費；無料 

■定員；３５０人 

■参加申し込み方法；必ず『往復はがき』で以下の宛先までお申し込みください。 

９月１５日以降に、通し番号を打った『参加証』を返信いたします。 

往信には応募者のお名前（複数の場合は全員のお名前）、電話番号を書いてくださ

い。（託児を希望される方はお子さんのお名前、年齢、性別を必ずお書き添えくださ

い） 

返信の表には応募者の郵便番号、住所、お名前を書いてください。 

お申し込み多数の場合は抽選となります。その場合は『参加証』の返信をもって当

選案内とさせていただきます。悪しからずご了承ください。 

■往復はがきの宛先；京都生協 品質保証部（担当 佐々木） 

〒601-8382 京都市南区吉祥院石原上川原町１－２ 

■締め切り；９月１５日（土）必着 

    連続講座     たべる、たいせつ  

 
 

 
 
様々なメディアを通じて、輸入食品（とりわけ中国の食品）についてのわたしたちを不安にさせ

るような情報が次々と流されています。 

日本の食料自給率（ｶﾛﾘｰﾍﾞｰｽ）は４０％。好むと好まざるとに関わらず、輸入食品に深く関わっ

てくらしていかざるをえないわたしたちにとって、輸入食品の安全性はとても気になるところです。 

輸入食品の“真実の姿”は、ほんとうのところどうなっているのでしょう。 

わたしたちは、日々流されてくる情報と、どんな風に上手につきあっていけばいいのでしょう。 

連続講座『たべる、たいせつ』の第１回目は、輸入食品の安全管理が実際にはどのようにおこな

われているのか、さらにはくりかえされる報道に対してわたしたち自身それをどう受け止め、消化

していったらいいのかといった点について、それぞれの専門家を招いてパネルディスカッションを

開催します。 

 


